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「府政だより」のリニューアルについて
１　コンペの実施　　
　　　「府政だより」は、大阪府からの府民への「プッシュ広報」、府政情報の「定期的・公平な提供」とい
　　う目的をもつ重要な媒体であり、その目的をより実現するため、リニューアルの方針に基づき、制作
　　業者選定コンペを行いまいした。
　　　【リニューアル方針】
　　　
　　　　（１）　インパクトのある紙面へ
　　　　　　「府政だより」に対する関心度を高めるため、第１面のインパクトを重視
　
　　　　　《ポイント》

　　　　　　新聞折込という配布方法や公共窓口やコンビ二ラックでの配備にあたって、

　　　　　　府民の目にとまり、手にとって読んでもらうために、インパクトを重視した表紙デザイン

　　　　　　とします。

　　　　（２）　ターゲットを意識したコーナーの設置
　　　　　　「子育て世代」「アクティブシニア」など、「ターゲット」を意識したコーナーの作成により、
　　　　　　メリハリのある紙面構成に
　　　　　《ポイント》

　　　　　　これまで、少ない紙面で多くの情報を伝えようとするあまり、総花的な情報の掲載・羅列と
　　　　　　なっておりましたが、テーマ設定を行い、メリハリのある紙面構成とします。


　　　　（３）　リピート読者層を拡大するための連載企画
　　　　 　　そのコーナーを楽しみにして読む層を拡大することで、「ときどき読んでいる」から、

　　　　　　　「いつも読んでいる」府政だよりに
　　　　　《ポイント》

　　　　　　過去のアンケートでは、「府政だより」について

　　　　　　「いつも読んでいる41.4％」、「ときどき読んでいる33.9％」　（合計75.3％）
　　　　　　⇒広報紙の目的を達成するため、

　　　　　　　　「いつも読んでいる人」の割合を限りなく高めるためのコーナーを企画します。
　
コンペでの作品やアイデア等の提案を受けて、
平成２１年１１月発行から「府政だより」をリニューアル！（別添のコンペ提案作品参照）
２　今後の編集方針　

　　　【テーマをしぼり、紙面にメリハリをつける！】
　　　　・平成２１年１１月以降に発行する「府政だより」は、府政情報室において、あらかじめ
　　　　　記事ごとのテーマを設定し、編集を行ないます。

　　　　①メイン記事　

　　　　　１面と２・３面をつかって、府の取り組みや施策について、インパクトやメッセージ性の強い
　　　　　記事を掲載します。

　　　　②サブ記事

　　　　　２・３面で、府の重点的な取り組みなどを紹介します。

　　　　③ターゲット特集

　　　　　子育て世帯や高齢者、若年者など各号ごとに対象を設定します。　　

　　　　④読者拡大企画

　　　　　府民が興味を持つ大規模イベントなどの紹介や府の施策や取り組みと関連した

　　　　　プレゼント企画などを実施し、読者の定着と新たな読者獲得を図ります。
　　　　　また、リピート読者層拡大のための連載企画を実施します。　

　　　　⑤情報ひろば

　　　　　募集やお知らせなどをフォーマットを決めて、コンパクトに伝えます。

　　　　・各号、紙面スペースにもよりますが、　

　　　　　　　①メイン記事（必須）　　

　　　　　　　　　　＋　　

　　　　　　　②サブ記事　　

　　　　　　　③ターゲット特集　　　　　　　　　　②～④のいずれか　

　　　　　　　④読者拡大企画
　　　　　　　　　　＋

　　　　　　　⑤情報ひろば（必須）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の組み合わせとします。　　　　
　　　　

　　　　・③ターゲット特集と④読者拡大企画については、テーマに即した情報を月間広報入力にて
　　　　　各部から募集します。

　　　　・⑤については、今までどおり月間広報入力にて各部から募集します。

　　　　　
　　　　⇒別紙、「府政だより２００９年（Ｈ２１）年度発行計画（案）」　参照。

　　

　　　　《ポイント》　
　　　　毎号のテーマを設定することで、府政だよりのメッセージ性を強めるとともに、

　　　　各部からも関連情報の積極的なエントリーを促します。

　　　　※平成２２年度の発行計画については、各部の予算要求の状況や各部からのヒアリング等を

　　　　　 実施した上で、決定します。　

３　その他　
　　（１）発行日の変更　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行月の１日　⇒　発行月の第１日曜日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例えば、平成２１年１２月は、１２月６日（日）発行）

　　
　　　　《理由》

　　　　　自宅でゆっくり読んでもらえるように、発行日を日曜日とします。

　　　　　
　　（２）見開き方向　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右開き　⇒　左開き

　　　　《理由》

　　　　　これまで、新聞等と同様に、「右開き」としていましたが、横書き記事の増加にあわせて、
　　　　　「左開き」とします。

以上
